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研究成果の概要（和文）：　本研究は、多様な地域を緩やかに統合したヨーロッパ近世国家のあり方を論じた
J・H・エリオットの複合君主政論を理論的な基盤とし、フランス王国との比較を念頭に置きながら、スペイン近
世国家の実態解明を前進させた。カタルーニャ、アラゴン、ポルトガルなどの特権身分層と王権の関係について
の実証研究を進める一方で、宮廷・副王制・国家理性概念などの近世国家の統合を担う制度や概念についての研
究を深化させた。
　その成果は立石博高編『スペイン帝国と複合君主政』（昭和堂、2018年）として広く発信され、ヨーロッパ近
世国家の分析のための基盤を提供した。

研究成果の概要（英文）：　This research elucidated various aspects of the Spanish Monarchy in the 
early modern age, especially the 16th and 17th centuries. In order to analyse its conglomerate 
structure, we used the concept of “Composite Monarchy” proposed by J. H. Elliott as a starting 
point and principle reference for the research. Accordingly, we drew parallels with the Kingdom of 
France to seize the historical characteristics of the Spanish Monarchy. 
  In one aspect, we advanced individual studies that focused on the relations between the Crown and 
each provincial elite in Catalonia, Aragon, Portugal, etc. We also explored the elements that 
contributed to the integration of the multiple kingdoms of the early modern monarchy (including the 
Court, the viceroyalty system, Reason of State, etc.). As an outcome of our work, we published a 
book of essays (titled The Spanish Empire as a Composite Monarchy), to offer novel materials for the
 further analysis of the State structures of early modern Europe. 

研究分野：スペイン近世史、国制史

キーワード： 複合君主政　政治社会　特権身分層　近世国家

  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究が対象としたのは、フランス王国との比較を念頭に、16、17世紀を中心とするスペイン近世国家におけ
る、政治的な主体である王権と各地域の特権身分層との関係であった。その近世固有の実態を解明することは、
近代（modern）以降の主権国家・国民国家とは異なる、身分制構造と社団的編成にもとづく近世（early 
modern）国家の複合的構造を実証的に明らかにし、歴史的な国家研究における具体的な考察材料を提示すること
ができた。
 また、専門書・論文だけでなく、一般的な書籍の記述としても研究成果を社会に還元することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 本研究課題は、内外の学界におけるヨーロッパ近世国家についての研究進展を背景として、J・
H・エリオットの「複合君主政（composite monarchy）」論において典型とされているスペイン
近世国家の複合的国制を解明することを申請時の目標としていた。 
 近年、H・G・ケーニヒスバーガ、エリオット、H・グスタフソン、J・モリルらのヨーロッパ
近世史研究に触発され、近世国家をその内部に多様な地域政体を抱えた複合国家・複合君主政と
して捉え、各地域固有の政体を背景とする特権身分層と王権の関係が近世国家の基盤になって
いたことが認識されている。 
本研究では、各地域の政体や特権身分層を固定的なものとしては捉えず、「政治社会（political 

society）」論もふまえて、各地域において特権身分層が織りなす権力関係の場を「政治社会」と
位置づけ、その政治社会がそれぞれの地域固有の事情に応じて、複合国家全体を統治する王権と
どのような関係を結び、変化させていくかを動態的に考察することを目標とした。狭義の制度史
にとどまらずに、近世国家を構成し、変化させ、場合によっては破綻させる可能性のあるものと
して王権・政治社会関係を位置づけ、その観点から近世国家のダイナミズムを解明することが本
研究の初発時の関心であった。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
 上記のように近世国家のダイナミズムを解明するため、本研究の具体的な目的としては、（１）
スペイン近世国家を構成する各地域における王権・政治社会関係を実証的に検討する、（２）そ
の成果をフランス近世国家の事例と比較することによって、その特質を浮かび上がらせる、とい
う 2点をめざした。 
 
 （１）については、16、17世紀のスペイン近世国家を構成する諸地域のうち、研究組織メン
バーがすでに研究対象としていたイベリア半島のカスティーリャ王国、アラゴン王国、カタルー
ニャ公国、ポルトガル王国を選択し、また副王制度をてがかりとしてイタリア諸国とインディア
ス領の統治も研究対象に含めることで、スペイン近世国家の大部分の地域における王権・政治社
会関係を考察することを目標とした。 
 （２）については、王権による地域統合が相対的に進んでいたように認識されることの多いフ
ランス近世国家との比較によって、スペイン近世国家の特質を考察すると同時に、フランス近世
国家を複合君主政論によって分析する可能性を検討することを目標とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究においては以下のような体制によって、スペイン近世国家を構成する諸地域に関して、
王権・政治社会関係の考察を行った。また、その知見を同時期のフランス王国と比較することに
よって、スペイン近世国家の特殊性とヨーロッパ近世国家としての共通性を検討した。 
 
 内村俊太（研究代表者）：カスティーリャ王国、アラゴン王国 
 立石博高（研究分担者）：カタルーニャ公国 
 宮﨑和夫（研究分担者）：イタリア諸国、インディアス領 
 久木正雄（研究分担者）：ポルトガル王国 
 高澤紀恵（研究分担者）：フランス王国における王権・政治社会関係との比較 
 
 また竹下和亮（研究協力者、東京外国語大学）は、フランス王国との比較のための知見を提供
するだけでなく、近世スペインにおける国家理性概念の分析を行うことによって、思想史の側面
からもスペイン近世国家の特質を考察した。 
 
 以上のような研究体制によって、スペイン近世国家を構成する諸地域に関する実証的な研究
を進める一方で、その成果をフランス近世国家との比較や、思想史の観点から相対化することに
よって、スペイン近世国家における王権・政治社会関係の総体的な把握をめざした。 
 
 
 
 



４．研究成果 
 
 本研究は、申請時は 2017～2019 年度の 3カ年での研究計画であったが、2019 年度末からの新
型コロナウイルスによる世界的パンデミックにより同年度の研究計画に支障が生じたため、2020
年度まで延長した上で、最終的には 4カ年の期間で研究が実施された。 
 その 2017 年度から 2020 年度にかけて得られた研究成果は、（１）スペイン近世国家の諸地域
に関する個別研究、（２）スペイン近世国家を統合する諸制度（宮廷、副王制など）に関する研
究、（３）近世スペインにおける国家理性概念に関する研究、の 3つに大別できる。 
これらの成果は、個別の研究論文として発表されるだけでなく、本研究組織による論文集とし
て 2018 年に公刊された（立石博高編『スペイン帝国と複合君主政』昭和堂、2018 年）。同書で
は、スペイン近世国家の総体的な把握のための諸前提が論じられた上で（序章：立石博高「複合
君主政体とスペイン帝国」）、以下のように各方向からの研究成果が提示された。 
 
（１）スペイン近世国家の諸地域に関する個別研究 
 ・アラゴン（第 2章：内村俊太「スペイン複合君主政のなかのアラゴン王国」） 
 ・ポルトガル（第 3章：久木正雄「スペイン複合君主政下のポルトガルと新キリスト教徒」） 
  
（２）スペイン近世国家を統合する諸制度に関する研究 
 ・副王制（第 4章：宮﨑和夫「インディアス諸王国」） 
 ・宮廷（第 6章：立石博高「スペイン帝国と帝都マドリード」） 
 
（３）近世スペインにおける国家理性概念に関する研究 
 ・アラモス・デ・バリエントスの思想（第 5章：竹下和亮「スペイン「国家」の成立」） 
 
 また同書には、スペインとフランスの近世国家の異同を複合君主政論から考察した試論（第 1
章：内村俊太「複合君主政論の射程」）も含まれ、本研究の基本的な視座が提示された。 
 
 さらに、スペイン近世国家の総体的な把握にもとづく歴史叙述として、立石博高『フェリペ 2
世』（山川出版社、2020 年）が公刊され、16世紀後半の複合君主政のあり方とその下での諸地域
の様相が示された。とくにカタルーニャに関しては、複合君主政の時代以来のスペイン国家のな
かでの位置づけに関して、立石博高『歴史のなかのカタルーニャ』（山川出版社、2020 年）が出
版され、その歴史的な特質が論じられた。 
 
 今後の展望としては、本研究組織メンバーは 2020 年度より科学研究費・基盤研究 B「16、17
世紀のスペイン複合国家における公共善をめぐる多元的ダイナミズム研究」をスタートさせて
いる。これは、本研究における問題意識を受け継ぎつつも、各地域の政治社会の問題を特権身分
層にのみ収斂させるのではなく、特権身分層が直面していた各地域の民衆層との関係性を重視
し、公共善のあり方をめぐって王権・特権身分層・民衆層がどのような相互関係を形成していた
かを検討するものである。それによって、本研究での研究成果を基盤として、近世国家の実態を
より動態的に認識し、三者の緊張関係を内包したダイナミズムそのものとして分析することが
本研究組織における今後の課題となる。 
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